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2ml の 生 理食塩水で エ ム ル ジ オ ン と した もの で連続 4

日間 の 感作 を行 い ，20日 後 に 同抗原 に よ る連続 3 日 間の

再注射を行つ た．

　 そ の 際 の 血液学的所見は 圖 5に 示す如 く， 赤血球数は

感作後及 び 再注射後 に 多少 の 減少の 傾向を 示 す が 著明な

変動は な く血色素量 も殆んど変化はない ．網赤血球 は再

注射縫に軽度の 増加 を 示 す も の が あ る．白血 球数及 びそ
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は な く， 血清 に よ る肝機能檢査 の 結果も全経過 を通 じ，

す べ て陰性 で あ る．
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2 囘再注射を行っ た．No ．17は再注射直後に シ ョ ッ ク 死

を 来 した．

　 こ の際の 血 液学的所見 は 圃 6に 示す如 く， 赤 血 球数は
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No ．21 は510→473× 10‘

と37× 104 と それ ぞ れ軽度 の 減

少を示す が，そ の 後次第に恢復す る ・再注射に よ つ て は，
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No ．18は 486→ 399× 10‘

と87× 104，　 No ．19は 513→ 414

× 104 と99× IO4，　 No．20は 526→ 392× 104 と 134× 104，
No．21は 5eg→ 391× 1ぴ と ll8× 104 とそ 礼 そ れ 著明 な

減少を示 す． 第 2囘再注射後も同様 に No ・19では 480

→ 396× 104 で 84 × 10  No ．20では 532→ 417 × 1伊 で

115× 104 とそ れぞ れ減少を来す ．こ の貧血 ぽ再注射に

よ り比較的急激 に惹起 され ， そ の 後約 j 週問 は 動揺 を示

すが ，や が て 次第 に恢復 に 向 う。

　血色素量 は感作後やや減少を示すが ， 再注射後は赤血

球数 の 減少 と共に比較的著明に低下す る．

　網赤血 球 は感作後多少増加 の 傾向を認め る が ， 再注射

後 ｝まNQ．13｝ま 5％ → 18％，　No ．19bよ 4 ％ → 15％，　No ．20
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　栓球数 は 感作後の 変動は 少 い が ，再注射後 に は減少す

る．

　 白血球数及 び その 百分比は感作後 も再注射後 も
一

定 の

傾向は 見 られ な い ．

　骨髓像は表 3 に 示 す如 く，再注射後赤芽球の 百 分 比 が

No ．18で53．6％ → 47．2％ ，
　 No ．20で58．8％ → 45．8％ と減

少 し， 赤芽球対骨髓系細胞 の 比 も2．11→1．69， 2．41−・ユ．

79と小 さ くな り，單球，形質細胞の 百 分比 は一般に増加

を示 す．

　尿所見は表 4 に 永す如 く， 感作 に よっ て は殆ん ど変化

を認め な い が ， 再注射後に は ウ ロ ビ リノ
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っ て は殆ん ど変化をボさ な い が，再注射後 に は ，ル ゴ ール
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な変化は見られな い ． 叉 血清ビ リル ビ ン は 直接 ， 聞接
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反懸共に 陽性 を 示 す も の は な い ．濾紙電気泳 動法に 夛．る
血 清 蛋白分 屑は ，表 6 に 示す如 く再 注射後 γ グ 卩 ブ リン

分屑 7）増厩 認 ・晃 が，ア ル ブ ミ ン 分屑の 変化 は 比 較 的

少 い ．

　次 に 再注射直前 に 行っ た Arthus 現象の 結果 は 表 ？に

示 す如 く，PIIと E で感作 した群 で は 抗原 E ヌ は E 十 Plr

に 対 し陽性 を 示 す．

　更に 再注射後13 〜30日後に 失血 致 死 せ しめ，主 要臓器

の ヘ マ ト キ シ リン ・エ オ ジ ン 」
’t
色標本で穣 した 病 理 組織

学的所見に ・ No ・18で肝継胞の 腫脹 を認め ， そ の 細胞質
胃：非 常に淡 曙 と な り．顆粒状 に 凝集 して い ろ 像 が 見 ら

i−一．．

・ i・5詈廳lli　i言職妻§
　　「

．
；… い

一
「 R、 i　 iR⊃ 　 iR、

一

れ ，一
部 の 肝継胞核 に け 濃縮が 認 め られ る ．（写 真 1）

三ZNOI　19では 小葉全般 に わ た り肝細麹質内 に多数の 空胞

を認め，特に 中心帯 に 近づ く程著明であ り，（写真2，3）

グ リソ ン 氏鞘 に は，とζ る ど こ ろ淋 ε 球 を 主とし た細 胞

浸潤篥を認め る．No ．2｝で も肝細胞 の 膨 化と， 細胞質内

に多数の 空胞 を 認め る．（写 真4 ） 肝蜥 ・の 臓器で は，
No ．18の 左 心室の 心 筋繊紲 問の 小 動脈周 囲 に淋巴球 を主

と し た細胞浸潤集を認め た （写 真5，6）程度で他 に は 特

記すぺ き所見 綜 認め得な い ．

　第 3実験　 （Prr十 E） を繰返 した群
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IJ］ サ ザ エ蛋 自 の 抗 票 注 に 閃 す
．
，実 轂

t’　’．”・　t
二

　 ダo ，14，No ，15 ，
　 No ．16に E と PH とを混 じて 抗原 と

して 連続 2 日閣 の 織修 を行 い ，7〜10ヨ間隔 で連続 2 日

間 の 注射 を10囘緯返 した．

　 そ の 臨1液学的所 見は 圖 ？ に 示す姐 く，

　 赤 血 球数 は No ．1謹は 第 4 囘 注射後；．：な っ て ， 595−・ 4

80 × 1G4 の 減少を来 した が，モ れ以後濠 注射を重ねて も

減少 は 認 め られ ず ，む し …・若 千 増 加 の 傾向に ちる．No ．

15で は第 2 囘注射 よ り徐 攻 に減少 し始め ， 第 6 囘注射後

に 1孟　428 × 10‘　とな ミ丿，　第 2 囘
』Z主三舅寸前 ξこ 止七し　160× 101、

減 少 して 最低値を示 した が ， そ れ 以後は 注射 を続けて も

む し る」曽加を 認め る

　 No ．16で は第 2囘 注射後に 546→ 590× 10一と少 し く

増加を示 し た が ， 第 4 囘注射後 に最低値の 433× 10 ’

を

示 し た ．然 しそ れ以 後は 注射を続 シナて もむ しろ 徐攻 に 贈

加 し・，第 工O囘 注射後 に は 503 × 1  ‘

とな る．即 ち本群 tt｝

赤 iflLif．数 の 変勤は第1，2 囘 7）抗原注射では若干 動揺を示

す が ，第 3囘 注射後 よ り次 第に 減少 を始め ， 第 4 〜6 「Eli

注射後最低値 を 示すが ， そ れ以後 は抗原注射 を重ねて も

徐k に増加乃 傾向をとる．

　 Ir］i色素量 は 各例共 ， 概ね赤血球数 の 変動 に 平行 して 雪

減す る．

　 網赤磁 球○ 変動は一般 に 軽度 で，櫃ね 赤 1虹球数の 増戴

と逆 の 関係を示す、

　 栓球 数 轄 全働に お い て 抗原琶 射を 重 ねて 行 くと次 第 に

減少す る．

　 白血 球数及びそ の 百 分匙に は 全経過を通 じ変動は 認め

られ な い．

　尿所見は 表 8 に 示 ず如 く， 第 5同 注射以後に ウ ロ ビ リ

ノ．一ゲ ンの 増 量を示すもの がある．血清 に よ る肝機能檢

査の 結果は表 9 に示 す 如 く，No ．1弖は 第 7 囘注射後 に ル

ゴ ー
ル 反礁，CCF 檢 査，並L清 ビ リル ビ ン 直接，間接反羅

共 に 陽性 とな る が ，第 10同注射後は む しろ 各反應共陰性

とな り，Ne 、15では 第 4 囘注 射後ル ゴ ール 反毘蘚昜性 とな

り，第ユ0囘 注 射後 に は ル ゴ ール 反懸．血清 ビ リル ビ ン み

間接 反 懸 が 共 に 陽 性 を示 す．No ．16で は第 4 囘 注射 後 よ

りル ゴ ー一ル 反應 と CCF 壌 査 ガ 陽性 と な る，謹紙電気泳

動では 注射囘数を重 ね る に つ れて γ グ 卩 ブ リン 分屑 つ 増

加 を示す傾向に あ る．

　第10囘注射後18日に て 失血致死 せ しめ 主要臓器 につ き

病 理 組織学的檢索 を行 つ た 結果 ほ ，全綢 に肝 細 胞 の 膨 化

を認め るが ， 第 2 実驗の 際と比べ る とその 程度 は 比較的

軽 い 様であ る，（写真 7、8）　 肝以 外の 臓器 に は 著刳 な

変化は 認め 得 な い．

　 尚以 上・つ 実鸚 に際 し・， 再注射前或 ：y第 4 罵注射前 に採

累 した 1血清 り抗俸償 を 抗俸稀釋沈降燹懇に よ
；珪 紀 ．た

オ；
1 そ れぞれE に対 して 2 」 〜ガ　を 示 す ．交 再注射後

或 次第 2弼注射後ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー・シ ョ ッ ク 惹起 を観

察 した つ では ，1例に の ゑ シ ョ ッ ク 死 を 見 た が，其 他 の

ウ 苧 ギ で1』；：何れも著明な ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー・シ e ッ ク ：ナ

認 ウ ら れな い ．

　　　　　　　　　　考　 　按

　 以上 り 実驗或績を総括す る と，肝 燐脂 質の ぬ ゐ 注射で

：［ 血液像に も 肝機能の 上 に も著変なく， 肝燐脂質ぶ 異種

蛋白 を含 まな い 故 に，ア レ ル ギーボ 惹起 されな い 事 は 当

然で あ る 潜，更 に 肝燐詣質 に 1±　Berger＆ Tsuchiya4 ’，，

Fe 、es ＋
’．
．Faust 　ε； TaUquist 呼

　等 力二．と〜1そ れ 胃筆占塁莫，

細菌 。 條 虫の 燐膳体 に 認め た 様な 赤血 球 に直接作用 す ろ

溶 壷 能 ぽ な い 事が 考 え ら れ る．

　 次 に 肝燐脂質を サ ザ エ 抽出液 に 附加 して 抗原 と し，ウ

う
・
ギに 感作注 射 を行 つ た第 2 実 驗 で は，再 注 射後に 比 較

的 筈頃 な貧血 を 呈 し ， 尿の ウ P ビ リ ノ ー
ゲ ン が 増量 し，

鰍清の ル ゴ ー
ル 反賑，CCF 機査 が腸性 とな り，γ グ ロ

ブ リン 分 屑 の増加を 来 し，病理組織学的 に 肝細胞 の 鍾

脹，細砲核の i農縮 ，細胞質の 空胞変性等を認め る か ら ，

肝 ア レ ル ギーO 惹起 さ れ た事t’t考 え ら れ る．特に 再注射

前 辷 採取 した 血 清 で ぽ ，抗体價は 低い 炉枕降素 は 認め ら

れ る し，叉 Arthus 現象 も明 ら か に 観察さ れ ，而 か こも上

述 つ 諸変化 は 再注射 に よ っ て 始め て 出現す る か ら ， 肝燐

脂 質が決定分 子 群 とな り，サ ザ エ 抽出液が 運搬体とな っ

て ア レ ル ギー
抗原 が 完成 さ れ ， 肝 ア レ ル ギ ーを惹起した

もの と考 え られ る．更 に興味あ る事溶 ，ウ シ 血清を運搬

体と して 用い た成宮
樗

の 肝 ア レ ル ギー
の 場合は，再注射

後 著明 な貧血 と肝機能の 障碍 を認め て い るが ， 肝の組織

変化は殆んど認め られて い な い の に 反 し ， 著者の サ ザ ェ

抽出液を運搬体 と した 場合は ，肝 の 実質縋 胞 に 明瞭 な 変

性像 を認 め た 事であ る．長谷川
i”

が 同 じ献体動物 で あ る

マ ダ コ 抽出液で証萌 した 様 に，サ ザ エ 抽 i｝腋 も 完全 ア レ

ル ギー抗 原 と な る 蒋 は，ウ シ 血 清 に 比 し よ り弦 い 肝 へ の

親和性 を 示 す も 乏）と考え られ る．そ してこ リ サ ザ エ 抽出

液 と ウ シ 血清の 運搬体 として の抗原性 の 差 には ，第 1 篇

に 報告 し た 様 に サ ザ エ 抽出液に 比 較的多量 に含有 されて

い る粘性多糖類が 一役を 演 じてい る事が 推察 き れ る．

　第 3実驗 で は サ ザ エ 抽出液 と肝燐脂質を弔い 抗原注 欝

を反復 して 行つ た が ， 貧血 と肝機能障碍 汝第 4 〜6囘注

射後 に 極期 に 達 し，そ れ以 後 ぽ 徐 7｛ に 快 復O き さ しを 見

せ ，第10罵 注射後に致死 せ しめ た 肝の 組織変化は ， 第 2
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図 1

図 2

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 写 　真

（E 十 PH ）
一

（E 十 PH）群　No ．18 の 小 葉 中

心 俄肝 細 胞 腫 瞋 ，細 胞 質 の 顆 粒 状 凝 集 及 び 核 の

濃 縮 を み る （× 400）．

（E →
−PH ）　一　〔：E十 PH ）　群，　No ，重9　の ノ亅丶葉 イ≧

体 特 に 中心 帯 仔 縲 胞 の 窄 煦 変t’i （× 1 0）、

説 　明

園 3　同一L．中心 帯肝 細 胞 の 空胞 変性 （× 400）．
因 4　　（E十 PH ）

一
　（E 十 PH ）群，　 Ne ，21　の 小 翼 金

　　 休 の 肝 細 胞 の 膨 化 と 細 雅ぞtの 黷 職 状 凝 集 　 （×

　　　 1GO）．
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154 サ ザ エ 蛋 …

「
；明 亢環 性 に 関 す る実鹸 的 酵 究

．響

t

ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写 　真　説　明

図 5　　（E 十Plr）一
（E 十PH ）群．　 N   ・18　の 心 筋 繊　　　　　燭 7

　　　錐問 の 淤 巴 球 を 主 、L し た 細 胞 浸潤 （x 　 IOO＞，

図 6　 同 ．上，左二心 室 心 筋 及 び 小 動 脈 周 紺 の 淋 巴 球 を 主 　　　 駈 8

　　　 と し ノニ 舞姻胞 浸潤 （× 4〔）0）、

（E 十PH ） を 繰 返 し た 群．　 lo ．14 の 扞 耡 胞 の

膨 化．（× loの

同．ヒ．肝 細 胞 の 膨 化 及 び空胞 変牲 （× 400）

．
」
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　実簑ミ・つ場台 ．こ り・む し弓程度が 軽い ，こ ゆ 事ぱ 第 2 実踰

　で見 られ た 肝矧 弛の 組織変 化 や 肝機能障碍f．’；， 読原 と し

　て 用 い たツ ザ ヱ 抽 1
‘

臑菱乃 中毒の 結果 で桧 な く，む し 三〕ア

　レ ル ギー
性 に 惹起 され た事 を裏 書きす る もの こあ り，肝

粡 弛の 再生 力 は 強力 で 轟 る とム わ れ て い る事 と考え 瞬せ

興味深 い もil−〉が ちる ．

　 臨 床 ヒし ば しば 軟体動物 D 生 食に よ う中毒症 が見 しれ

ξ・勿論食品の 腐敗に よ ろ蛋白の 変敗 が原 因で あ る 事 も

あ ろ うが ，圓 じ食品 を攝 販 し た に も拘 らず，必 ず し も全

員に 発症 レな い 場合 もめ i丿 ， 軟体動物の 抽出液 が 肝 ア レ

ノレギ』
・ 発 彗三：二強 い 繍 凵性 鮪 す ζ蕩 か ら考 え て ， 鰹 郵

動励 蛋 白に よ る ア レ ・レギー
の 関購 否定 し獸

・
湧 1で

　 尚こ り 月丁ア レ ル ギー
引）矯 で19・， 再注射後著明 讃 血

が 惹起 され る．成宮
’：
’
」）肝燐脂質 と ウ シ 血 言考と を用

’丶て
蹊 驂や・小 田原

‘F’
の Altylf。 m ・i・te とウ シ 1自精 を融 、

て の 実驗 コニ）場合に も同様な貧血を認め，骨靆 に お げ そ赤

芽球 tt・形 威低下が あ tt・・tt・一・ら，．ET・ア レ ル ギー
に よ り蛋自燐

脂質綬謝 仁 異常 を 来 し，Erythron −Allergy　l二似た機講

ご貧血が起 っ た ・bの と考 え てい る．著者の 実融 で も，骨

髓 赤芽瑜 の 形虞低下；∫認め られ るが ，ErythrOn −Ancrgy

の 場 合 に 比 して比 較的軽度で あ り，網赤血球 は 赤血 球

数 が 減少すると増加 し，血 清 ビ リル ビ ン の 間接反 悪 が湯

性 とな る 倒 も あ り・一
方 ， 肝 は 造血 臓器 の 機能 とは 密接

な 関係を 有 し・ 蛋白は じめ各種 の 物質代謝 に 重要な 役割

を 灘
．・ひ 鷁 等 饗 縁 と誹 Fア レ 腐

し

が 惹起 ざ れ

た結果。こ れ 等 7）肝 に 耆．‘け・三機能か 侵襲 さ．k ，造iinn 器

・「’機 能 や 各種物質畿誨・；．）異常 赱 米 して オζ貧血 び惹起 さ れ

た O で 誘 い か と都 揖 しる．蹴 土 連 した 、駅 木貧血

に ぶ 溶 fli1性 機購 も否竃出来鼠 い こ考，る ら 1至，うの で，自家

ア レ ル ギ ーv）機 縦 も 含〜援 舞招 篇 ：．二お い
．
：1｛尉 す る ，

　　　　　　　　　　結　　論

　 ナ ザ エ ）足 よ り抽出 した 蛋白液 ゐ 批原盤iを肝 ア レ ル ギ
』

を指漂 して追究ナる た や，ウシ 奸燐裡旨質を附 煎 して ウ

碑 ：こ ア レ ・レ ト を惹起せ い 〉，1ゆ 雛 ヨ歌 ．

　 1． 肝燐脂 質こ）ぶ ⊃注射で ；；縛 等 変 化 は 見 ら 覗 な い ．

　 2・ 肝 鱗脂質を サ ザ エ 抽出液 ：こ附 加 L一て ， 惑作，再注

射を 行 う と，肝 機能 え）障碍 と肝 紬 胞・餌 躯 rな 変性 が 見 ら

れ ・ 赤芽球形威 低下性．・］“ 貧血 （≧伊
’．．

　3・ 同 蹴 原 を反復 して 注射 い ：も ゴ述 硬 化 ：よ増

加せ ず・な しる徐 々 に快 復 の 釐≒候．が昆 ら れ る．

　4・ 前 2者 の 黥 の 際 A ・th・・1∫廼鷯 性であ る．

　以 と乃 結果 よ ；，サ ザ エ 抽出液に肝燐脂質圭附加 して 完

全 ア レ ル ギー
抗原 とす る と ， 著 明 な肝 ア レ ル ギ ー

を惹起

し，サ ザ エ 蛋 白 液 は ウ シ 並清 よ り｛強 い 肝細抱 へ の 親和

性 を示す事が 実証 され る．

　尚 本 論 文 の 要 旨 は 研 和 35年 10月 ．靴 1G囲 ii本 γ レ
・
レ ギ

ー
学会総 会 に お い て 発 表 し た．
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        Experimental  Studies on  the Antigenicity  of  Turbo  Cer"utus  pretein

                    I. On  the Antigenieity  in Erythron;Allergy

                                 Yoshiaki  Aoki

            The First Depaptment of Internal Medicine (l'rof, Dr. H. Takasaki>

                   Scheol  of  Medicine,  Mie  Prefectural Universlty, Tsu

    In an  attempt  to aseertain  the antigenicity  of  Mollusca  protein, experimental  studies  have
 been  made  in rabbits  with  extracts  of  the muscle  of  thc wreath  shell,

    The protein  pattern  of  this  extract  was  observed  ag  a  simple  band between B and  7 globulin
 of  human  serum  in paper eleetrophoresis.  Whcn  thc  rabbits  were  sensitized  ivith  the Turbo
 extract.  precipitin against  this extract  was  detected  in serum  of  all  rabbits.  When  experimental

 allergies  were  produced  with  tbe  mixture  of  this  extract  and  red  eelt cephaline  as  an  antigen,

 severe  anemia  were  feund transiently after  the reiniection,  i.e. Erythron･A]lergy  was  occured.

 but anaphylactie  shock  syndrome  ".ere  hard:,y ebserved.

        Experimental  Srudies on  the Antigenicity of  Turbo Cornutug Protein

                    II. On  the  Antigenicity  in Liver  Allergy

                                 Yoshiaki Aoki

            The  First Department  of  Internal Medicine  (Prof. Dr. H. Takasaki),

                   Scheol of  Medicine,  Mie  Prefectura]  Universitv. Tsu

    In order  to investigate the antigenicity  of  extracts  from  Turbo  eornutus  in tissue allcrgy,

 several  experiments  were  perforrned in rabbits  using  the  mixture  of  Turbo  extracts  and  livcr

 phosphatide for sensitization  and  reinjection.

    After  the reinjcction,  severe  ancrnia  and  the disturbances  in ]iver functlon  were  observed,

 as  Coba!t-, Lugel-and  C.C.F,- tests became  positive and  urinary  urobilinogen  jncreased. Remar-

 kable histological changes  ifi the liver were  seen,  i, e. the swelling  of liver cells. pale cytoplasm

 with  rnany  granule-s  and  vacueles,

    It is thought  that  Turbe  extracts  have  highe.r afinity  for liver cells  in tissue allergy  than

 ox  serum,and  that the different degree of theaMnity  between  Turbo  extracts  and  ox  serum

 may  be  due  te bigher  eeDtents  ef  mucoplysaccharides  in Turbo  extracts  than  in ox  serum.

    The  anemia  observed  after  reinjection  had hypoplastic characters  in nature,  but partly sorne
 hemolyt{c  pattern,  was  seen.

       Experimental  Studies en  the  Antigenicity  of  Turbo  Certintus Protein

               M.  On  the  Anemia  in tiver AIIergy  Produced  with

                     Turbo  E)rtraets and  Mver  Phosphatide

                                Yoshiaki  Aoki

           The  First Department  of  Internal Medicine, (Prof, Dr. H.  TakasakE)

                 School of  Medicine,  Mie Prefectural University, Tsu

   Experirnents  were  planned  to determine the pathogenesis  of the anernia  in liver
described previeusly  Cin II nd  reporO.
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